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1月 ２ 月 ３ 月 ４ 月 ５ 月 6月 7月 ８ 月 9月 10月 11月 12月
2020年 --- --- --- 54 .3 51 .2 57 .0 61 .4 54 .3 58 .3 59 .7 61 .4 58 .9
2021年 56 .3 54 .9 56.8 57 .5 53 .3 54 .3 55 .8 54 .7 51 .9 57 .2 61 .9 61 .3
2022年 61 .4 57 .4 57.1 59 .9 60 .9 63 .5 62 .6 58 .5 60 .2 62 .6 62 .9 62 .1
2023年 63 .7 63 .4 64.9
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2023年3月 新型コロナウイルスに関する生活者調査

【行動の抑制度】
控えている行動

【不安度】
感じている不安

新型コロナウイルス影響下での意識･行動

2023年3月は､64.9点
新型コロナウイルス影響下での｢生活自由度｣

※調査では小数第2位まで集計していますが､本稿は小数第1位まで(小数第2位を四捨五入)を表示しているため､点数差は見た目の数値と異なる場合があります。

感染対策商品や日用品の備蓄
お店･団体の支援
テレワーク※有職者ベース

60.2％
20.1％
28.9％

ｰ 3.3pt
+ 4.6pt
+ 4.2pt

前月差 前年同月差回答率

【行動の実施度】
行っている行動

ｰ    9.1pt
ｰ    0.4pt
ｰ    2.0pt

【不安度】は前月からは｢行政の対応｣(69.7%､2.6pt減)が微減した一方､｢情報の不足や不確かさ｣(59.8％､2.3pt増)､｢自分や
家族の仕事･収入｣(60.8％､1.9％増)など微増した項目がみられます。【行動の抑制度】は前月からすべての項目で減少。
｢旅行･レジャー｣(51.5％､4.8pt減)､｢体験型エンタメ｣(46.4％､3.7pt減)などが目立ちます｡【行動の実施度】では前月に比
べ､｢感染対策商品や日用品の備蓄｣(60.2％､3.3pt減)が減り､｢お店･団体の支援｣(20.1％､4.6pt増)が増加。｢テレワーク(※
有職者ベース)｣(28.9％､4.2pt増)なども増えています。

前月差
＋1.6pt

前年同月差
＋7.8pt

｢あてはまる｣｢ややあてはまる｣の計

調査結果の詳細は次ページ以降をご覧ください

(2020年4月より毎月聴取)

暮らしの自由度について感染拡大以前の普段の状態を100点とすると､現在は何点くらいかをきいたところ､
2023年3月は､前月の63.4点から1.6pt増加して64.9点と過去最高値を更新しました。なお前年同月との比較では､
7.8ptの増加となっています。

株式会社博報堂(本社-東京)のシンクタンク博報堂生活総合研究所は2023年3月､新型コロナウイルスが流行している昨今の生
活者意識や行動について｢新型コロナウイルスに関する生活者調査｣を実施しました(調査期間は3月2～6日､対象は首都圏･名古屋
圏･阪神圏の20～69歳の男女1,500名。調査概要は4ページ参照)｡
【調査前の状況】新型コロナウイルスの全国の新規感染者数は､1週間平均で1日あたり2月1日の5万人弱から､3月1日には1.2万
人弱へと減少を続けました。同時期の死者数も､1週間平均で1日あたり約300人から80人弱へと減少。2月10日には3月13日以後
のマスク着用緩和の方針が政府から発表されるなど､行動緩和ムードが高まる中での調査です。
※【お知らせ】｢新型コロナウイルスに関する生活者調査｣のニュース･リリースは､今回をもちまして終了いたします。

  3年にわたり､誠にありがとうございました。

3月の｢生活自由度｣は64.9点で､過去最高値を更新｡
｢不安｣は残るが､｢行動の抑制｣は緩む

情報の不足や不確かさ
自分や家族の仕事･収入
行政の対応

旅行･レジャー
体験型エンタメ(ライブ･観劇･映画鑑賞など)

人とのボディタッチ(握手やハグなど)

59.8％
60.8％
69.7％

51.5％
46.4％
57.9％

+ 2.3pt
+ 1.9pt
ｰ 2.6pt

ｰ 4.8pt
ｰ 3.7pt
ｰ 3.6pt

ｰ  3.5pt
+ 3.8pt
ｰ 0.5pt

ｰ  27.7pt
ｰ  27.3pt
ｰ  18.8pt
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普段の状態

極めて不自由
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1月 ２ 月 ３ 月 ４ 月 ５ 月 6月 7月 ８ 月 9月 10月 11月 12月

2020年 --- --- --- 54 .3 51 .2 57 .0 61 .4 54 .3 58 .3 59 .7 61 .4 58 .9
2021年 56.3 54 .9 56 .8 57 .5 53 .3 54 .3 55 .8 54 .7 51 .9 57 .2 61 .9 61 .3
2022年 61.4 57 .4 57 .1 59 .9 60 .9 63 .5 62 .6 58 .5 60 .2 62 .6 62 .9 62 .1
2023年 63.7 63 .4 64 .9
前月差 ＋1.6 －0.3 ＋1.6

前年同月差 ＋2.3 ＋6.0 ＋7.8
■＋5pt以上  ■＋10pt以上  ■－5pt以下  ■－10pt以下
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3月の｢生活自由度｣は64.9点で､過去最高値を更新｡
コロナ感染者数は､1週間平均で1日あたり2月1日の5万人弱から､3月1日には1.2万人弱へと減少を続けました。同時期の死者数も､1週間平均で1日
あたり約300人から80人弱へと減少。 2月10日には3月13日以後のマスク着用緩和が政府から発表されるなど､行動緩和ムードが高まる中で､
生活自由度は､過去最高値を更新しました。
回答理由からは､｢行動は拡大｣する一方､マスクの日常化や､元に戻る不安､新たな配慮など｢変化した社会｣を感じる声
生活自由度｢高｣:｢無駄のない落ち着いた生活になった｣し､｢不自由なのは､マスクやアルコール除菌くらい｣との声があります。ただ｢マスクをして
いないとむしろ不安｣との声や､マスクをしてないときでも｢見えるように持つ｣など､マスクのある生活が日常化している感覚もみられます。
生活自由度｢中｣: ｢怖がり過ぎないようにして積極的に活動｣を広げている姿や､｢マスクをしていない人も見かける｣の声があります。一方､休憩ス
ペースの縮小で不便を感じたり､｢不自由でないようでいて大勢で集まるのにはちょっとした意識が必要｣など新しい配慮が必要との声があります｡
生活自由度｢低｣: 不安や不自由を訴える声が多く､経済的影響の他に､マスク､除菌､学校行事の制約などがあげられています。｢花粉症の季節になり
コロナと誤認される｣不安や､行動の拡大で｢大切にしていたひとり時間がなくなる｣など､むしろ元の社会に戻ることへの不安の声もありました。

新型コロナウイルス影響下での｢生活自由度｣

■ 生活自由度の理由(一部抜粋)

※調査では小数第2位まで集計していますが､本稿は小数第1位まで(小数第2位を四捨五入)を表示しているため､点数差は見た目の数値と異なる場合があリます。

(単位：点 / 差分：pt)■ 生活自由度
普段の状態

極めて不自由
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 不自由なこ と も あっ たが､落ち着いた生活になり ､無駄がなく なっ た。 100点  52歳女性･東京都

 マスク をし たり ､アルコ ール除菌をするく ら いで他は変わってないので。 95点  40歳男性･大阪府

 色々なこ と が緩和さ れていると 思う から 。 少し ずつではあるが元の生活に戻っていると 思う 。 最近ニュ ースでも コ ロナ感染者数は

 見なく なっ た気がする。
80点  30歳女性･大阪府

 マスク をし ていなく ても ､奇異な目でみら れないが､マスク は見えるよう に持っている。 80点  63歳男性･千葉健

 初めはマスク 着用を不自由に感じ たが､今は着けるのが当たり 前。 むし ろ 着けていない方が不安､と いう 気持ちでいる。 自分の身は

 自分で守ら ないと 。
70点  55歳女性･愛知県

 個人的にはまだマスク をし ていないと 不安を感じ るこ と があるが､どれだけ予防を していても 罹ってし まう と き は誰し も 罹るので､

 異常に怖がり すぎないよう にし ている。 ラ イ ブや友人と の食事の機会も 増えてき たので､少しずつ積極的な活動ができ るよう に

 なってきた。

60点  26歳女性･愛知県

 コ ロナが流行り はじ めた頃に比べると ､だいぶ世の中の雰囲気も 緩和さ れてき たと 思う 。 人出も 多く なり ､外でマスク を し ていない

 人も 増えたから 。
60点  40歳女性･大阪府

 身体に障がいがあるため､外出の際はすぐ に椅子に座っていたのだが､最近は椅子が撤去さ れてし まっているこ と が多い。 椅子が

 あっても ､スペースを 空けて座るよう 促すポスタ ーが貼ってあり 座れない。 かつては高齢者や障がい者も ､気がつけば周囲から

 助けても ら える社会だっ たが､コ ロナ禍では､ちょ っ と し たこ と であっても と ても 困難になっ た。

60点  50歳女性･愛知県

 不自由を感じ ていないよう で､よく よく 考えてみると 大勢で集まるのにはちょ っ と し た意識が必要だ､などと 考えるこ と が多い。 50点  59歳男性･兵庫県

 ワク チン接種を 5回受け､ある程度は安心し ているが､感染リ スク を 考えると ､どう し ても 外出や外食などを控えてし まう ｡ 50点  67歳男性･神奈川県

 マスク やアルコ ール除菌が日常化し ているこ と 。 学校などの行事が減っ たこ と 。 40点  44歳女性･千葉県

 花粉症でコ ロナと まちがえら れ､不安がら れるのが嫌。 30点  24歳男性･愛知県

 習い事に通えるよう になっ たのはいいのですが､一人の時間を 大切にでき たコ ロナ禍の方が､自分にと っては都合が良かっ たよう な

 気がし ます。 特に不自由は感じ ませんでし たし 。
20点  55歳女性･愛知県

 収入の大幅な減少。 業界の先行き不安。 自身の年齢による身動きが取り にく い状況など。 10点  49歳男性･大阪府

 コ ロナ感染により ､家族の精神的苦痛で休職せざるを 得なく なっ た。 家計が苦し く なり ､将来の不安も 感じ る。 0点  42歳女性･岐阜県

高

( 61点以上)

中

( 41〜60点)

低

( 40点以下)



23年1月 23年2月 23年3月 前月差 前年同月差

経済の停滞 74.2 74.5 75.5 ＋1.0 －1.8

海外の情勢 72.2 69.4 70.2 ＋0.8 －9.7

行政の対応 68.7 72.3 69.7 －2.6 －0.5

自分や家族の健康 63.5 62.1 61.5 －0.6 －5.9

自分や家族の仕事・ 収入 58.0 58.9 60.8 ＋1.9 ＋3.8

情報の不足や不確かさ 58.5 57.5 59.8 ＋2.3 －3.5

人づきあいの変化 37.1 38.0 39.8 ＋1.8 －4.1

23年1月 23年2月 23年3月 前月差 前年同月差 23年1月 23年2月 23年3月 前月差 前年同月差

人と のボディ タ ッ チ（ 握手やハグなど） 61.5 61.5 57.9 －3.6 －18.8 55 .7 55.1 54.2 －0.9 －9.1 －3.7

旅行・ レジャ ー 56.5 56.3 51.5 －4.8 －27.7 43 .6 41.9 39.5 －2.4 －9.0 －12.0

交友・ 交際 51.8 51.1 49.4 －1.7 －24.3 46 .6 43.3 43.1 －0.2 －7.0 －6.3

不要不急の外出 53.8 50.6 47.4 －3.2 －26.9 50 .9 46.7 46.5 －0.2 －9.6 －0.9

外食 49.2 49.6 47.0 －2.6 －23.4 41 .7 41.0 40.7 －0.3 －7.7 －6.3

体験型エンタ メ （ ラ イ ブ・ 観劇・ 映画鑑賞など） 52.1 50.1 46.4 －3.7 －27.3 44 .3 41.7 39.9 －1.8 －9.8 －6.5

不要不急の買い物 50.3 46.9 45.9 －1.0 －21.1 47 .7 44.3 42.7 －1.6 －10.2 －3.2

23年1月 23年2月 23年3月 前月差 前年同月差 23年1月 23年2月 23年3月 前月差 前年同月差

感染対策の徹底（ マスク 着用や手洗いなど） 87.7 85.3 82.5 －2.8 －7.5 78 .6 78.6 75.5 －3.1 －6.0 －7.0

十分な運動・ 栄養・ 睡眠 74.5 74.3 73.1 －1.2 ＋0.3 80 .3 79.7 77.8 －1.9 －3.5 ＋4.7

キャ ッ シュ レスでの支払い 64.0 60.8 61.2 ＋0.4 －3.3 67 .0 63.7 63.3 －0.4 －3.5 ＋2.1

感染対策商品や日用品の備蓄 63.8 63.5 60.2 －3.3 －9.1 64 .3 63.0 59.5 －3.5 －10.3 －0.7

自分で料理する 50.9 51.1 49.3 －1.8 －8.2 60 .1 58.2 56.7 －1.5 －6.4 ＋7.4

家の中ででき る娯楽 51.4 50.2 49.1 －1.1 －19.5 50 .2 48.6 45.3 －3.3 －12.8 －3.8

感染対策を 徹底し ている店や施設の利用 47.8 47.5 47.0 －0.5 －11.7 51 .8 48.9 47.3 －1.6 －10.6 ＋0.3

混む時間を 避けたり 、 来店頻度を減ら し た買い物 47.7 47.0 45.3 －1.7 －16.5 50 .7 47.8 45.3 －2.5 －12.2 ±0.0

スト リ ーミ ングサービスの利用（ 動画や音楽など） 46.0 44.9 44.4 －0.5 －2.7 49 .6 47.3 45.9 －1.4 －4.4 ＋1.5

スマホやパソ コ ンなどでのゲーム 42.0 41.8 42.0 ＋0.2 －4.5 43 .6 43.4 39.1 －4.3 －7.0 －2.9

自家用車での移動 42.7 40.1 40.9 ＋0.8 －8.5 40 .5 39.6 40.3 ＋0.7 －7.8 －0.6

家の中ででき る運動 38.1 37.1 40.4 ＋3.3 －4.1 46 .9 43.2 44.6 ＋1.4 －7.7 ＋4.2

SN Sの閲覧・ 投稿 40.9 39.2 38.9 －0.3 －4.3 50 .9 48.1 46.5 －1.6 －5.9 ＋7.6

人が密集し ない屋外でのレ ジャ ー 39.9 38.4 37.9 －0.5 －6.0 46 .5 45.3 42.0 －3.3 －10.5 ＋4.1

人が密集し ない屋外での運動 38.4 35.9 37.9 ＋2.0 －3.6 41 .3 40.3 39.8 －0.5 －8.6 ＋1.9

イ ンタ ーネッ ト 通販や出前の利用 35.6 32.8 33.7 ＋0.9 －12.1 39 .4 36.9 36.3 －0.6 －9.9 ＋2.6

時差通勤・ 時差通学 30.0 30.1 30.1 ±0.0 －6.8 34 .8 34.1 34.2 ＋0.1 －6.8 ＋4.1

副業（ 検討含む） 27.2 27.9 29.7 ＋1.8 －0.9 31 .7 31.4 29.4 －2.0 －3.6 －0.3

家の環境充実（ 通信環境整備や家電購入など） 29.8 28.5 29.3 ＋0.8 －3.3 39 .0 36.0 33.7 －2.3 －7.3 ＋4.4

テレワーク  ※有職者ベース 27.7 24.7 28.9 ＋4.2 －2.0 31 .8 27.5 31.0 ＋3.5 －2.4 ＋2.1

就職・ 転職・ 起業（ 検討含む） 23.5 23.7 26.5 ＋2.8 ＋1.8 26 .9 25.8 26.6 ＋0.8 －2.1 ＋0.1

投資や資産運用 26.3 24.9 26.3 ＋1.4 －2.4 38 .6 34.9 32.7 －2.2 －5.4 ＋6.4

普段より 少し 良いも のを買う 25.3 23.3 26.3 ＋3.0 －4.2 31 .3 27.9 27.0 －0.9 －7.8 ＋0.7

モノ を手作り する（ 手芸、 リ フ ォ ーム、 D IYなど） 23.4 24.9 26.1 ＋1.2 －1.4 30 .0 30.5 29.4 －1.1 －5.5 ＋3.3

フ リ マアプリ ・ ネッ ト オーク ショ ン での出品・ 販売 22.3 22.9 24.7 ＋1.8 ＋0.2 26 .7 27.5 26.9 －0.6 －3.0 ＋2.2

フ リ マアプリ ・ ネッ ト オーク ショ ン での購入 23.7 24.2 24.3 ＋0.1 －0.2 29 .5 28.2 28.3 ＋0.1 －1.8 ＋4.0

お店・ 団体の支援 16.6 15.5 20.1 ＋4.6 －0.4 20 .9 19.7 20.2 ＋0.5 －4.1 ＋0.1

オンラ イ ン学習 16.4 16.0 19.5 ＋3.5 ＋0.3 23 .6 22.9 23.2 ＋0.3 －2.5 ＋3.7

オンラ イ ンでの飲み会・ 食事会 14.5 15.4 18.7 ＋3.3 ＋0.2 16 .2 15.3 17.1 ＋1.8 －4.3 －1.6

転居やリ フ ォ ーム、 複数拠点での生活（ 検討含む） 14.9 15.8 18.1 ＋2.3 ＋0.4 20 .9 18.3 21.4 ＋3.1 －2.5 ＋3.3

■＋5pt以上  ■＋10pt以上  ■－5pt以下  ■－10pt以下

[ 予想]   収束後に取り 組むと 思う 行動

予想と 実態

の差

( 最新月)

予想と 実態

の差

( 最新月)

[ 予想]   収束後に控えると 思う 行動[ 実態]   控えている行動

【 不安度】

【 行動の抑制度】

【 行動の実施度】

[ 実態]   感じ ている不安

[ 実態]   取り 組んでいる行動

【不安度】は前月と比べて大きな増減はみられない
前月比較では､｢行政の対応｣(69.7%､2.6pt減)が微減の一方､｢情報の不足や不確かさ｣(59.8％､2.3pt増)ほか微増した項目がいくつかみられます。
前年同月比較では､｢海外の情勢｣(70.2%､9.7pt減)､｢自分や家族の健康｣(61.5％､5.9pt減)の減少が目立ちます。

【行動の抑制度】は前月からすべての項目で減少
前月比較では､｢旅行･レジャー｣(51.5％､4.8pt減)､｢体験型エンタメ｣(46.4％､3.7pt減)､｢人とのボディタッチ｣(57.9％､3.6pt減)が目立ちます｡
前年同月比較では､｢旅行･レジャー｣(51.5％､27.7pt減)､｢体験型エンタメ｣(46.4％､27.3pt減)以下､ほとんどの項目で20pt以上減少しました。

【行動の実施度】は前月から増加した項目､減少した項目ともにみられ､動きが交錯している
前月比較では､｢感染対策商品や日用品の備蓄｣(60.2％､3.3pt減)は減少､｢お店･団体の支援｣(20.1％､4.6pt増)､｢テレワーク｣(28.9％､4.2pt増)は増加。
前年同月比較では､｢家の中でできる娯楽｣(49.1％､19.5pt減)､｢混む時間を避けたり､来店頻度を減らした買い物｣(45.3％､16.5pt減)などが減少。
収束後に取り組むと思う行動[予想]…[実態]より[予想]が高いのは､｢SNSの閲覧･投稿｣(+7.6pt)､｢自分で料理する｣(+7.4pt)などです。

新型コロナウイルス影響下での意識･行動[実態]と収束後の行動[予想]

(単位：％ / 差分：pt)
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■ 生活意識･行動

[*注:｢海外の情勢｣の増減には､ロシアのウクライナ侵攻､中国での感染状況の影響が考えられます]



<2021年>
9月 新規感染者の減少 月初の2万人台が中旬には6千人規模に､下旬には千人を下回る日も

重症者の減少 初旬2千人超で過去最多を更新後､減少を続け月末には千人を下回る
ワクチンの2回接種者が全人口の5割を超える
緊急事態宣言(19都道府県)､まん延防止等重点措置(8県)が全面解除(9/30)

10月 新規感染者数が100人以下､東京では一桁になるなど減少傾向が続く
11月 大規模イベントの上限制限撤廃 1都3県と大阪で飲食店への自粛要請の緩和
12月 下旬まで感染者数は低位推移 下旬に大阪や東京でオミクロン株の市中感染
<2022年>
1月 1日9万人超など全国感染者数が急増 自宅療養者､救急搬送困難事例も大きく増加

｢まん延防止等重点措置｣の適用自治体は拡大を続け､月末には34都道府県に
2月 全国感染者数が1日10万人突破後､減少傾向に 北京冬季五輪･パラリンピック開幕

まん延防止等重点措置､5県では2/20をもって解除､18都道府県では3/21まで延⾧決定
3月 まん延防止等重点措置が18都道府県で解除(3/21)。全面解除は2か月半ぶり
4月 全国の新規感染者数､初旬に拡大傾向をみせるも､その後は減少傾向へ
5月 新規感染者は減少傾向 厚労省､マスク着用の考え方を発表(5/20)
6月 6/13の感染者数､東京都958人､全国6,005人 7/2には5日連続で全国2万人超
7月 新規感染者数が全国で初めて20万人超､東京都で4万人超 ｢第7波｣が猛威
8月 全国新規感染者数は20万人超の日が下旬まで多く見られた後､下旬になり減少傾向へ
9月 全国新規感染者数の減少続く オミクロン株対応のワクチン接種開始
10月 水際対策の大幅緩和 全国新規感染者数が増加基調(1週間平均で上旬3万人→5万人/日)
11月 全国新規感染者数の増加が続く
12月 全国新規感染者数､1週間平均で初旬の11万人/日が､下旬には17万人台へ増加
＜2023年＞
1月 全国新規感染者数､1週間平均で1日あたり初旬の18万人から､月末には5万人割れへ減少
[今回の調査時点までの詳細]
2月～3月 全国新規感染者数､1週間平均で1日あたり2/1の約5万人弱が､3/1には1.2万人弱に減少
2月10日 厚労省｢令和5年3月13日以後のマスク着用の考え方について｣を発表

調査地域 ①首都40kｍ圏(東京都･神奈川県･千葉県･埼玉県･茨城県)
②名古屋40kｍ圏(愛知県･三重県･岐阜県)
③阪神30kｍ圏(大阪府･京都府･兵庫県･奈良県)

調査対象者 20～69歳の男女
対象者割付 調査地域①～③各500人を各地域の人口構成比(性年代)に合わせ割付
調査人数 合計1,500人

調査方法 インターネット調査
調査時期 2023年3月2日(木)～6日(月)(2020年3月から調査開始/毎月上旬に調査実施)
企画分析 博報堂生活総合研究所
実施集計 株式会社 H.M.マーケティングリサーチ

問い合わせ先

質問項目(質問文)
新型コロナウイルスに関する生活者調査  調査概要

<備考>
･本調査のニュース･リリースは､今回をもちまして終了いたします。3年にわたり､誠にありがとうございました。
･過去のニュースリリース(2020年4月発表開始)は､以下のURLからご覧いただけます｡
  https://www.hakuhodo.co.jp/news/newsrelease/

新型コロナウイルス影響下での｢生活自由度｣
新型コロナウイルス感染拡大以前の普段の状態を100点､
感染拡大により極めて不自由を強いられる状態を0点とすると､
あなたの現在の暮らしの自由度は何点くらいでしょうか｡(0～100点の数値を回答)
また､あなたがその点数をつけた理由をお答えください｡(自由回答)

新型コロナウイルス影響下での意識･行動[実態] ※一部､有職者ベースを含む

新型コロナウイルスの流行に関連して､次のような意見があります｡
それぞれについて､あなた自身のお気持ちや行動にもっとも近いものをひとつずつお答えください｡
(単一回答：あてはまる/ややあてはまる/あまりあてはまらない/あてはまらない)

新型コロナウイルス収束後の行動[予想] ※一部､有職者ベースを含む

今後､新型コロナウイルス感染への懸念がなくなったとしても､あなたは次に挙げるような行動をすると思いますか｡
それぞれについて､あなたご自身の予想にもっとも近いものをひとつずつお答えください｡
(単一回答：すると思う/時々すると思う/あまりしないと思う/しないと思う)

© 2023 Hakuhodo Institute of Life and Living, Hakuhodo Inc. All rights reserved.

[※有職者]
2023年 3月 :1,059人
2023年 2月 :1,081人
2023年 1月 :1,061人

<2020年>
4月 7都道府県で｢緊急事態宣言｣が発出(5/6まで) 

緊急事態宣言を全国に拡大 

5月 緊急事態宣言が解除 (39県､ 後に大阪･兵庫･京都)
1都3県含む47都道府県すべてで解除  

6月 東京で警戒情報｢東京アラート｣が発動
9月 東京でGoToトラベルの予約開始 

10月 GoToイートの予約開始 

11月 GoToトラベルの一時停止を首相表明
東京や大阪含め10都道府県でGoToイート中断 

12月 GoToトラベルが一時中止 (東京､ 後に全国)

<2021年>
1月 緊急事態宣言が再発出(1都3県､ 後11都府県に拡大)
2月 緊急事態宣言､3月7日まで延⾧が決定
3月 大阪･兵庫･京都で同宣言解除､3/21に1都3県解除
4月 まん延防止等重点措置の適用が順次拡大

緊急事態宣言､東京･大阪･兵庫･京都に､3度目の発出
5月 緊急事態宣言の継続､拡大､延⾧(愛知･福岡追加) 

高齢者へのワクチン接種進む
大規模接種センター開設(東京･大阪)

6月 緊急事態宣言､沖縄を除き解除
7都道府県はまん延防止等重点措置へ移行､3県は継続

7月 緊急事態宣言､東京(4度目)､首都圏3県･大阪に拡大
東京五輪開幕
北海道･石川･京都･兵庫･福岡にまん延防止等重点措置

8月 新規感染者が全国2万5千人超､東京で5千人超を記録
緊急事態宣言､まん延防止等重点措置､9月末まで延⾧

(参考)調査期間中の社会の主な動き ※感染者数の出典：関連ホームページ(厚生労働省､東京都とも3月9日時点)
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(単位：人)

20代 30代 40代 50代 60代 合計

男性 131 143 180 172 127 753

女性 128 140 178 169 132 747

合計 259 283 358 341 259 1,500

株式会社博報堂  広報室(山田・玉)  03-6441-6161     koho.mail@hakuhodo.co.jp


